
ストックポイント

Ｂ･Ｃ材（低質材）
林 業 専 用 道

間伐と主伐を合わせ持つ
間伐から主伐へ

（伐採後植林）

先進林業機械

Ａ材（良質材）

人材育成

次世代林業プロジェクト

目指すべき１０年後の姿

県産材の生産量・消費量の倍増 県産材自給率
【現状】２０万ｍ３→【目標】４０万ｍ３ 【現状】４０％→【目標】７０％

林業プロフェッショナルの育成

現状：Ｈ２１ 目標：Ｈ３２

製材等用

加工流通体制の整備
性能の確かな製品の
安定供給

県産材利用促進条例の施行

原木市場
低質材の有効利用

県外・海外への販路開
拓
県産材のブランド化

利用を担う人材の育成

県・市町村の率先利用

県産木造住宅の推進

合板・MDF等用

その他の利用

木育の推進

バイオマス
エネルギー用

公共建築物・住宅用

目指すべき１０年後の姿

【現状】２０万ｍ →【目標】４０万ｍ 【現状】４０％→【目標】７０％

中山間地域の活性化と本県経済の発展
森林の多面的機能の発揮、豊かな自然環境と実りある県民生活へ


